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1. 産業・車載用LC フィルタ シミュレーターとは 
産業・車載用LC フィルタ シミュレーターとは、産業・車載用に適した当社のパワーインダクタとアルミ電解コンデンサ
でフィルタを構成した場合の減衰量特性がシミュレーションできるコンテンツです。 
 
2. 特長 
 ・フィルタ回路は「π型」「T型」「L型」のシミュレーションが可能です。 
 ・同時に 5回路の比較が可能です。 
 ･部品の並列接続や直列接続にも対応します。 
 ・設定部品およびシミュレーション結果のデータダウンロードができます。 
 
3. サイト全体構成 
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シミュレーターの構成は、以下の 3項目で構成しています。 
（a）シミュレーション条件 
（b）使用部品選択 
（c）シミュレーション結果 
なお使用部品選択では、選択した部品の単品インピーダンス
特性グラフを見ることができます。 
 
 
3項目の右端にページ内ジャンプ機能を設けています。 
閲覧したい場所までクリックひとつでスクロールさせることができ
ます。 
 
 
次ページより使用方法を説明します。 
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4. 使用方法 
 
 【4-1】 シミュレーション条件の設定方法 

LC フィルタ シミュレーターでは、最大 5回路(Sim1～Sim5)のシミュレーション条件設定ができます。 
(1) Sim1 のラジオボタンを押下して、Sim1 から設定をします。 
(2) フィルタ回路の基本構成を「π型」「T型」「L型」から選択します。 
(3) 「入力Z」「出力Z」欄にインピーダンス値を数値入力します。（初期値は 50） 
(4) 部品構成①、②、③を設定します。各部品構成をプルダウンより選択します。 

フィルタ
回路 

部品構成 
①  ②  ③  

π 型 C単品、C並列 2～5 L単品、L並列 2、L直列 2 C単品、C並列 2～5 
T型 L単品、L並列 2、L直列 2 C単品、C並列 2～5 L単品、L並列 2、L直列 2 
L型 - L単品、L並列 2、L直列 2 C単品、C並列 2～5 

 

 

 
 

(5) シミュレーション条件を複数設定する場合は(1)の手順に戻ります。 
必ず Sim1、Sim2、Sim3･･･の順にシミュレーション条件を設定してください。 

 
 
 

(2) 
(3) (4) 

(1) 

※選択したシミュレーション条件に応じた回路図を表示します。 
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【4-2】 使用部品の設定方法 
回路図に表示している全ての部品を「部品選択」「ユーザ定義」「推奨部品」のいずれかを用いて設定します。 
「推奨部品」は「ユーザ定義」を設定した場合にのみ使用できます。 

 

部品の設定方法（以下 3種類）の設定方法を次ページにて説明します。 
 Ⅰ.「部品選択」による設定方法（P.5） 
 Ⅱ.「ユーザ定義」による設定方法（P.6） 
 Ⅲ.「推奨部品」による設定方法（P.7~8） 
 
 
 
 

Ⅰ. 「部品選択」は
パナソニック品番にて
設定します。 

 

Ⅱ. 「ユーザ定義」は
自分で数値を入力
して設定します。 

Ⅲ.「推奨部品」は 
「ユーザ定義」で設定した
値をもとに、パナソニック
品番を設定します。 
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Ⅰ. 「部品選択」による設定方法  
（1）「部品選択」を押下して設定画面を表示します。右上の「close」を押下すると設定画面を閉じます。 

・③検索結果テーブルには全ての部品を表示します。（①、②にて絞り込むことができます） 
・検索結果テーブルの品番の先頭に▲のある品番は開発中のものです。 ※1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（2）①はシリーズ名やサイズなどドロップダウンで設定すると、③検索結果件数および一覧表を絞り込みます。 

②は半角英数入力にて品番の検索ができます。品番は部分一致検索が可能です。 
（3）①絞込み、②品番検索を行うと、③検索結果件数および一覧表が変化します。 

一覧表から使用したい部品の「選択」を押下します。 
（4）選択した品番を表示します。 

 

 
 
 
 
 

①  

②  
③  

設定完了 

※1 
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Ⅱ. 「ユーザ定義」による設定方法  
（1）「ユーザ定義」を押下して設定画面を表示します。 
（2）コンデンサは「静電容量」「ESL」「ESR」を半角数字で入力し、「設定」を押下します。 
    インダクタは「L値」「寄生容量」「DCR」「ACR」を半角数字で入力し、「設定」を押下します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
（3）設定した値と単位を品番に表示します。 

「ユーザ定義」を設定したため「推奨部品」が使用可能となります。 

 

設定完了 

推奨部品が 

使用可能になる 
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Ⅲ. 「推奨部品」による設定方法  
（1）「ユーザ定義」設定後に「推奨部品」を押下して設定画面を表示します。 
（2）コンデンサは「定格電圧」を、インダクタは「定格電流」を半角数字で入力し、「設定」を押下します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（3）検索結果一覧表から、使用したい部品の「選択」を押下します。 
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（4）選択した推奨部品の品番を表示します。 

 

 
 
【4-3】 設定した部品情報を閲覧する 
（1）設定した部品情報の閲覧方法は２つあります。 
    ・閲覧方法１︓部品構成タブを押下して表示する方法。 

・閲覧方法２︓「回路番号(ボタン)」「品番(テキストリンク)」を押下して表示する方法。 
 

《閲覧方法１︓部品構成タブを押下して表示する方法》 
例）「部品構成③」のタブを押下して、「部品構成③」を表示する。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

設定完了 

方法１.部品構成③タブ 

部品構成③を表示 
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《閲覧方法２: 「回路番号(ボタン)」「品番(テキストリンク)」を押下して表示する方法》 
・品番を設定すると「回路番号」はボタンに、「品番」はテキストリンクに変化します。 
・品番が未設定の「回路番号」および「品番(選択してください)」は押下しても反応しません。 
例）L22は部品が未設定のため「回路番号」「品番」を押下しても反応しません。 

L22以外は部品設定済のため「回路番号」「品番」を押下すると表示が切り替わります。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

方法 2.品番リンク 
方法 2.回路番号ボタン 

部品構成③の C32を表示する。 

部品未設定のため

「回路番号」「品番」

を押下しても反応し

ません。 
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【4-3】 設定した部品情報を閲覧する 
（2）閲覧中の部品は背景を白、品番を赤色で表示します。 
（2-1）「回路番号」または「品番」を押下すると、閲覧部品の表示を切り替えることができます。 
（2-2）別の部品構成の部品情報を閲覧する場合は、閲覧したい「部品構成」タブを押下するか、「一覧」タブを 

押下して、閲覧したい部品の「回路番号」または「品番」を押下すると表示を切り替えることができます。 

 

（3）インピーダンスグラフの右上の「Setting」にて、グラフの横軸と縦軸の表示目盛の変更ができます。 
コンデンサとインダクタで設定可能な範囲が異なります。 
《コンデンサの場合》 

 
 

C32の部品情報を表示中。 

横軸（X Axis） 
Linear︓目盛を等間隔表示にします。 
Log︓目盛を対数表示にします。 
Default（チェックあり）︓初期値（最小値 0、最大値 100） 
Default（チェックなし）︓最小値、最大値の入力を可能とする。 
→Minimum Value︓最小値 0.01 
→Maximum Value︓最大値 1000 

縦軸（Y Axis） 
Linear︓目盛を等間隔表示にする。 
Log︓目盛を対数表示にする。 
Default（チェックあり）︓初期値（最小値 0.001、最大値 10） 
Default（チェックなし）︓最小値、最大値の入力を可能とする。 
→Minimum Value︓最小値 0.001 
→Maximum Value︓最大値 10 

Reset︓インピーダンスグラフを Setting操作前の表示に戻す。 
OK︓グラフ X軸、Y軸を Setting設定値に変更して表示する。 

C31の回路番号または品番を押下すると、

C31の部品情報を表示します。 
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《インダクタの場合》 

 
 
 
 
 
 

（4）グラフの下にデータダウンロード用ボタンを表示します。（表示内容は部品の設定方法により異なります） 
《「部品選択」「推奨部品」の場合》 

 

 

 

 
 
 

《「ユーザ定義」の場合》 

 

 
 
 
 

PDF 設定部品のグラフ画像を PDF形式で出力
します。 

Excel 設定部品の数値データを Excel形式で 
出力します。 

カタログ 設定部品のカタログを別タブで表示します。 
※開発中の品番は、カタログページではなく
開発中商品ページを表示します。 

Sim モデル 設定部品のシミュレーションモデル 
(Sパラメータ等)を Zip形式で出力します。 

PDF 設定部品のグラフ画像を PDF形式で出力
します。 

Excel 設定部品の数値データを Excel形式で 
出力します。 

横軸（X Axis） 
Linear︓目盛を等間隔表示にします。 
Log︓目盛を対数表示にします。 
Default（チェックあり）︓初期値（最小値 0.01、最大値 100） 
Default（チェックなし）︓最小値、最大値の入力を可能とする。 
→Minimum Value︓最小値 0.01 
→Maximum Value︓最大値 1000 

縦軸（Y Axis） 
Linear︓目盛を等間隔表示にする。 
Log︓目盛を対数表示にする。 
Default（チェックあり）︓初期値（最小値 0.01、最大値 100000） 
Default（チェックなし）︓最小値、最大値の入力を可能とする。 
→Minimum Value︓最小値 0.01 
→Maximum Value︓最大値 100000 

Reset︓インピーダンスグラフを Setting操作前の表示に戻す。 
OK︓グラフ X軸、Y軸を Setting設定値に変更して表示する。 
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【4-4】 シミュレーション結果を見る 
構成する全ての部品の設定をすると、シミュレーション結果（一覧表）とフィルタ減衰量グラフを表示します。 
 (1) グラフ表示 ON にチェックのある回路をフィルタ減衰量グラフに表示します。 
（2）シミュレーション条件と使用部品選択で設定した部品を表示します。 
 (3) 部品専有面（全部品の合計）を表示します。 ユーザ定義を含むものはハイフンで表示します。※1 
 (4-1) 減衰量は 1MHz をデフォルト表示し、プルダウンにて周波数の変更ができます。 
（4-2）減衰量で選択した周波数とフィルタ減衰量グラフが交わる X軸に縦線を描画します。 
（5）フィルタ減衰量グラフは「Setting」によって表示範囲の変更ができます。 ※2 
（6）グラフの下にデータダウンロードのボタンを表示します。 ※3 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 
(2) 

(3) (4-1) 

(5) 

(4-2) 

※1 

※1 

(6) 
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※2.フィルタ減衰量グラフは「Setting」によって表示範囲の変更ができます。 
「Setting」はグラフの横軸（X Axis）と、縦軸（Y Axis）の表示目盛の変更をする機能です。 
《フィルタ減衰量》 

 
 
 
 

 
 
※3.グラフの下にデータダウンロード用ボタンを表示します。 

《フィルタ減衰量》 

 

 

 

PDF フィルタ減衰量グラフ画像を PDF形式で 
出力します。 

Excel シミュレーション結果の数値データを Excel
形式で出力します。 

横軸（X Axis） 
Linear︓目盛を等間隔表示にする。 
Log︓目盛を対数表示にする。 
Default（チェックあり）︓初期値（最小値 0.01、最大値 100） 
Default（チェックなし）︓最小値、最大値の入力を可能とする。 
→Minimum Value︓最小値 0.01 
→Maximum Value︓最大値 1000 

縦軸（Y Axis） 
Linear︓目盛を等間隔表示にする。 
Log︓目盛を対数表示にする。 
Default（チェックあり）︓初期値（最小値-140.0、最大値 0） 
Default（チェックなし）︓最小値、最大値の入力を可能とする。 
→Minimum Value︓最小値-200.0 
→Maximum Value︓最大値 0 

Reset︓インピーダンスグラフを Setting操作前の表示に戻す。 
OK︓グラフ X軸、Y軸を Setting設定値に変更して表示する。 


